
(57)【要約】

【課題】　簡単な構成でコストアップすることなく、仕

切板部分の熱遮断を効果的におこなうことで、室内外の

熱漏洩を抑制して消費電力の低減をはかることができる

冷蔵庫を提供する。

【解決手段】　断熱壁で形成された複数の貯蔵室７、８

と、前記各貯蔵室の前面開口を個々に閉塞する扉７ａ、

８ａと、隣接する前記各貯蔵室間を区画するように端縁

を開口幅に亙って室内側に折曲し断面ほぼコ字状に形成

して配設した磁性体金属製の仕切板11と、前記扉の周縁

部に装着され、閉扉時には磁石部12ｂが貯蔵室の開口周

縁および前記仕切板面に吸着することで扉との間隙をシ

ールする軟質樹脂からなるガスケット12と、前記仕切板

の室内側を覆うように設けられた仕切カバー15とからな

り、前記仕切カバーには前記仕切板の折曲端縁11ａを外

側からほぼ全幅に亙り空隙を有する二重の覆い部16を設

けたことを特徴とする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 断 熱 壁 で 形 成 さ れ た 複 数 の 貯 蔵 室 と 、 前 記 各 貯 蔵 室 の 前 面 開 口 を 個 々 に 閉 塞 す る 扉 と 、
隣 接 す る 前 記 各 貯 蔵 室 間 を 区 画 す る よ う に 端 縁 を 開 口 幅 に 亙 っ て 室 内 側 に 折 曲 し 断 面 ほ ぼ
コ 字 状 に 形 成 し て 配 設 し た 磁 性 体 金 属 製 の 仕 切 板 と 、 前 記 扉 の 周 縁 部 に 装 着 さ れ 、 閉 扉 時
に は 磁 石 部 が 貯 蔵 室 の 開 口 周 縁 お よ び 前 記 仕 切 板 面 に 吸 着 す る こ と で 扉 と の 間 隙 を シ ー ル
す る 軟 質 樹 脂 か ら な る ガ ス ケ ッ ト と 、 前 記 仕 切 板 の 室 内 側 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た 仕 切 カ
バ ー と か ら な り 、 前 記 仕 切 カ バ ー は 前 記 仕 切 板 の 折 曲 端 縁 を 外 側 か ら ほ ぼ 全 幅 に 亙 り 空 隙
を 設 け て 二 重 に 覆 う よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ２ 】
　 仕 切 カ バ ー の 空 隙 を 設 け た 二 重 の 覆 い 部 は 、 仕 切 板 の コ 字 状 折 曲 端 縁 よ り 室 内 側 に 延 出
す る と と も に 仕 切 板 の 室 内 側 に お け る 仕 切 カ バ ー と の 間 隙 に 配 設 し た 断 熱 材 と 重 ね 合 わ せ
る よ う に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ３ 】
　 仕 切 カ バ ー の 空 隙 を 設 け た 二 重 の 覆 い 部 の 扉 側 は 、 袋 状 に し て 外 面 に 空 隙 が 露 出 し な い
よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ４ 】
　 仕 切 カ バ ー の 二 重 の 覆 い 部 の 空 隙 に は 断 熱 体 を 充 填 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 冷 蔵 庫 。
【 請 求 項 ５ 】
　 閉 扉 時 に は 、 ガ ス ケ ッ ト の 磁 石 部 か ら 室 内 側 に 離 間 し た 位 置 の 袋 状 部 か ら 延 出 さ せ た 軟
質 ヒ レ を 、 仕 切 カ バ ー の 二 重 の 覆 い 部 の 室 内 側 先 端 に 当 接 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 冷 蔵 庫 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 冷 蔵 庫 の 開 口 部 周 縁 、 特 に 複 数 の 貯 蔵 室 間 を 区 分 す る 仕 切 板 か ら の 熱 漏 洩 を
防 止 す る 冷 蔵 庫 構 成 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 冷 蔵 庫 に お い て は 、 消 費 電 力 量 の 低 減 を は か る た め 、 冷 却 制 御 の み な ら ず キ ャ ビ
ネ ッ ト 断 熱 構 造 に つ い て も 種 々 の 技 術 施 策 が 検 討 実 施 さ れ て い る 。 そ し て 貯 蔵 室 か ら の 熱
漏 洩 と し て は 、 前 面 開 口 部 に お け る 扉 と の 間 隙 シ ー ル 部 か ら の 漏 洩 が 大 き な 割 合 を 占 め る
も の で あ り 、 そ の 構 成 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 下 に 設 け た 貯 蔵 室 （ 57） （ 58） は 、 断 熱
仕 切 壁 （ 55） に よ っ て 区 分 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 前 面 開 口 部 は 断 熱 扉 （ 57ａ ） （ 58ａ ）
で 閉 塞 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 各 扉 （ 57ａ ） （ 58ａ ） の 周 縁 部 に は 、 ガ ス ケ ッ ト （ 62） が 装 着 さ れ て お り 、 閉 扉 時 に は
こ の ガ ス ケ ッ ト （ 62） の 磁 石 部 （ 62ｂ ） が 前 記 断 熱 仕 切 り 壁 （ 55） の 前 部 に 設 け た 仕 切 板
（ 61） の 前 面 に 吸 着 す る こ と で 貯 蔵 室 （ 57） （ 58） 本 体 と 扉 （ 57ａ ） （ 58ａ ） と の 間 隙 を
シ ー ル す る も の で あ る が 、 前 記 仕 切 板 （ 61） は ガ ス ケ ッ ト の 磁 石 部 （ 62ｂ ） を 吸 着 さ せ る
た め に 磁 性 体 で あ る 鋼 板 な ど の 金 属 板 で 形 成 し て い る た め に 、 仕 切 板 （ 61） を 介 し て 貯 蔵
室 （ 57） （ 58） 内 と 外 部 の 温 度 が 熱 伝 導 し 、 熱 漏 洩 量 が 大 き く な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 仕 切 板 （ 61） の 裏 面 側 に は 、 貯 蔵 室 内 冷 気 の 熱 伝 導 に よ っ て 仕 切 板 面 が 冷 や さ
れ 、 露 点 温 度 以 下 と な っ て 結 露 す る こ と を 防 ぐ た め 、 高 温 の 冷 凍 サ イ ク ル 管 （ 63） を 配 設
し て 板 面 温 度 を 上 げ る よ う に し て い る が 、 こ の 熱 が 仕 切 板 （ 61） を 介 し て 室 内 側 に 伝 導 す
る こ と で 貯 蔵 室 内 温 度 に 悪 影 響 を 与 え て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ を 防 止 す る た め 、 従 来 よ り 、 仕 切 板 （ 61） の 折 曲 端 縁 部 （ 61ａ ） を 熱 不 良 導 体 で あ
る 合 成 樹 脂 製 の 仕 切 カ バ ー （ 65） で 覆 う こ と で 室 内 へ の 露 出 を 少 な く し て い る が 、 金 属 製
仕 切 板 （ 61） の 室 内 側 へ の 露 出 を な く す こ と は 困 難 で あ り 、 こ の 露 出 部 と と も に 室 内 に 位
置 す る 仕 切 カ バ ー （ 65） に 接 触 し て い る た め 、 低 温 部 を 介 し て の 室 内 外 の 熱 漏 洩 は 避 け る
こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 仕 切 板 （ 61） へ の 熱 伝 導 を 少 し で も 減 少 さ せ る た め 、 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 仕
切 カ バ ー （ 65） の 前 部 の 上 下 面 に 軟 質 ス ポ ン ジ か ら な る 断 熱 シ ー ト （ 66） を 貼 り 付 け る こ
と も お こ な わ れ て い た が 、 こ の 構 成 で は 、 収 納 物 の 出 し 入 れ の 際 に 液 体 調 味 料 や 飲 料 、 料
理 汁 な ど が こ ぼ れ 易 い 環 境 下 に あ る 冷 蔵 庫 の 貯 蔵 室 と し て 適 当 な 構 造 と は 言 え ず 、 衛 生 面
や 外 観 、 そ し て 消 費 電 力 低 減 の た め に さ ら な る 改 善 が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 簡 単 な 構 成 で コ ス ト ア ッ プ す る こ と な く 、
仕 切 板 部 分 の 熱 遮 断 を 効 果 的 に お こ な う こ と で 、 室 内 外 の 熱 漏 洩 を 抑 制 し て 消 費 電 力 の 低
減 を は か る こ と が で き る 冷 蔵 庫 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 冷 蔵 庫 は 、 断 熱 壁 で 形 成 さ れ た 複 数 の 貯 蔵 室 と 、
前 記 各 貯 蔵 室 の 前 面 開 口 を 個 々 に 閉 塞 す る 扉 と 、 隣 接 す る 前 記 各 貯 蔵 室 間 を 区 画 す る よ う
に 端 縁 を 開 口 幅 に 亙 っ て 室 内 側 に 折 曲 し 断 面 ほ ぼ コ 字 状 に 形 成 し て 配 設 し た 磁 性 体 金 属 製
の 仕 切 板 と 、 前 記 扉 の 周 縁 部 に 装 着 さ れ 、 閉 扉 時 に は 磁 石 部 が 貯 蔵 室 の 開 口 周 縁 お よ び 前
記 仕 切 板 面 に 吸 着 す る こ と で 扉 と の 間 隙 を シ ー ル す る 軟 質 樹 脂 か ら な る ガ ス ケ ッ ト と 、 前
記 仕 切 板 の 室 内 側 を 覆 う よ う に 設 け ら れ た 仕 切 カ バ ー と か ら な り 、 前 記 仕 切 カ バ ー は 前 記
仕 切 板 の 折 曲 端 縁 を 外 側 か ら ほ ぼ 全 幅 に 亙 り 空 隙 を 設 け て 二 重 に 覆 う よ う に し た こ と を 特
徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 冷 蔵 庫 に よ れ ば 、 仕 切 板 部 に お け る 室 内 外 の 熱 は 、 仕 切 カ バ ー に 形 成 し た 覆 い
部 の 空 隙 に よ っ て 有 効 に 熱 遮 断 さ れ 、 室 内 の 低 温 冷 気 に よ っ て 仕 切 板 の 折 曲 端 縁 部 が 冷 や
さ れ る こ と な く 、 ま た 高 温 の 外 部 熱 が 仕 切 板 を 介 し て 室 内 に 侵 入 す る こ と を 防 ぐ こ と が で
き 、 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ き 本 発 明 の １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に 概 略 の 縦 断 面 図 を 示
す 冷 蔵 庫 本 体 （ １ ） は 、 外 箱 （ ２ ） と 断 熱 層 （ ３ ） を 介 し て 設 け た 内 箱 （ ４ ） に よ っ て 、
内 部 に 貯 蔵 空 間 を 形 成 し て お り 、 貯 蔵 空 間 の 前 面 開 口 部 を い く つ か の 断 熱 さ れ た 仕 切 壁 （
５ ） で 区 分 す る こ と で 、 庫 内 に 複 数 の 独 立 空 間 を 形 成 し 、 そ れ ぞ れ を 冷 蔵 室 （ ６ ） や 野 菜
室 （ ７ ） 、 製 氷 室 （ ８ ） や 冷 凍 室 （ ９ ） な ど 食 品 の 貯 蔵 温 度 に 適 し た 所 定 の 温 度 帯 に 冷 却
制 御 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 貯 蔵 室 の 開 口 部 に は 、 そ れ ぞ れ 冷 蔵 室 扉 （ ６ ａ ） や 野 菜 室 扉 （ ７ ａ ） 製 氷 室 扉 （ ８ ａ
） な ど の 開 閉 扉 を 設 け て お り 、 各 扉 中 、 冷 蔵 室 扉 （ ６ ａ ） は 、 前 面 開 口 部 の 一 側 の 上 下 に
取 り 付 け た ヒ ン ジ に そ の 一 側 を 枢 支 す る こ と で 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る が 、 冷 蔵 室 以 外
の 野 菜 室 （ ７ ａ ） や 製 氷 室 （ ８ ａ ） 他 の 貯 蔵 室 扉 は 、 引 出 し 式 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し て 、 詳 細 断 面 形 状 を 図 ２ に 示 す よ う に 、 隣 接 す る 貯 蔵 室 、 例 え ば 、 野 菜 室 （ ７ ）
と 製 氷 室 （ ８ ） と を 区 画 す る 仕 切 壁 （ ５ ） の 前 部 に は 、 仕 切 板 （ 11） を 設 け て お り 、 こ の
仕 切 板 （ 11） の 前 面 に 野 菜 室 扉 （ ７ ａ ） お よ び 製 氷 室 扉 （ ８ ａ ） の 裏 面 周 縁 に 取 り 付 け た
ガ ス ケ ッ ト （ 12） の 吸 着 部 を 形 成 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 ガ ス ケ ッ ト （ 12） は 、 軟 質 樹 脂 を 押 出 成 形 す る こ と に よ り 、 扉 （ ７ ａ ） （ ８ ａ ） へ の 取
付 部 （ 12ａ ） と 仕 切 板 （ 12） へ 吸 着 す る 磁 石 部 （ 12ｂ ） 、 こ の 両 者 を 伸 縮 自 在 に 連 結 す る
袋 状 部 （ 12ｃ ） と か ら 形 成 さ れ て お り 、 前 記 扉 の 閉 扉 時 に 磁 石 部 （ 12ｂ ） が 貯 蔵 室 側 の 外
箱 （ ２ ） の 開 口 周 縁 お よ び 仕 切 板 （ 11） 面 に 吸 着 す る こ と で 扉 （ ７ ａ ） （ ８ ａ ） と 本 体 （
１ ） 側 と の 間 隙 を 密 閉 シ ー ル し 、 貯 蔵 室 （ ７ ） （ ８ ） 内 と 外 部 と を 熱 的 に 遮 断 す る も の で
あ る 。 そ し て 、 磁 石 部 （ 12ｂ ） の 吸 着 の た め 、 前 記 仕 切 板 （ 11） は 鋼 板 な ど 磁 性 体 の 金 属
板 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 仕 切 板 （ 11） は 、 貯 蔵 室 の ほ ぼ 全 幅 に 亙 っ て 設 け ら れ て お り 、 強 度 を 増 す た め に
幅 方 向 の 端 縁 （ 11ａ ） は 室 内 側 に 折 曲 さ せ ほ ぼ コ 字 状 の 断 面 形 状 と し て い る 。 そ し て 、 そ
の 裏 面 側 中 央 部 の 幅 方 向 に は 、 隣 接 す る 扉 の ガ ス ケ ッ ト （ 12） の 上 下 の 磁 石 部 （ 12ｂ ） の
間 に 位 置 し て 、 冷 凍 サ イ ク ル の 圧 縮 機 か ら 吐 出 さ れ る 高 温 冷 媒 が 流 通 す る 冷 媒 パ イ プ （ 13
） を 配 設 し て い る 。 こ の 冷 媒 パ イ プ （ 13） は 各 仕 切 板 部 の 他 、 前 面 開 口 部 周 縁 の 外 箱 （ ２
） の 鍔 部 に 亙 っ て 配 設 さ れ て お り 、 鋼 板 板 面 に 熱 伝 導 さ せ る こ と で 仕 切 板 （ 11） な ど が 低
温 と な っ て 表 面 に 露 が 付 く こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 15） は 、 前 記 仕 切 板 （ 11） の 前 記 折 曲 端 縁 （ 11ａ ） を 覆 う よ う に 断 熱 仕 切 壁 （ ５ ） の
前 部 に 設 け ら れ た 仕 切 カ バ ー で あ る 。 こ の 仕 切 カ バ ー （ 15） は 、 仕 切 壁 （ ５ ） 前 部 の 隔 壁
15ａ ） の 上 下 端 か ら 壁 面 に 沿 っ て 後 方 の 段 部 （ ５ ａ ） ま で 延 出 し 、 そ の 表 面 を 上 下 仕 切 壁
面 と 面 一 に し て 室 内 側 に 突 出 し な い よ う に す る と と も に 、 前 方 に お い て は 、 先 端 部 を 仕 切
板 （ 11） の 前 面 と ほ ぼ 同 一 位 置 ま で 延 出 し 、 前 記 仕 切 板 （ 11） の 折 曲 端 縁 （ 11ａ ） を 外 面
側 か ら ほ ぼ 全 幅 に 亙 り 空 隙 を 設 け て 二 重 に 覆 う よ う に し て お り 、 上 部 貯 蔵 室 で あ る 野 菜 室
（ ７ ） の 底 面 、 お よ び 下 部 の 製 氷 室 （ ８ ） の 天 井 面 の 一 部 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 空 隙 を 設 け た 二 重 の 覆 い 部 （ 16） に お け る 空 隙 の 隙 間 寸 法 は 、 型 抜 き が 可 能 な 程 度
の 幅 狭 な 寸 法 で よ く 、 そ の 奥 行 き 寸 法 は 、 仕 切 板 （ 11） の コ 字 状 折 曲 端 縁 （ 11ａ ） よ り 奥
方 に 充 分 長 く 延 出 さ せ る と と も に 、 折 曲 端 縁 （ 11ａ ） の 周 囲 は 、 仕 切 板 （ 11） の 室 内 側 と
奥 方 の 仕 切 壁 （ ５ ） の 前 端 と の 間 に 配 設 し た 断 熱 材 （ 17） で 覆 う よ う に し 、 且 つ 断 熱 材 （
17） は 奥 方 向 に 亙 っ て 二 重 の 覆 い 部 （ 16） と 重 な り 合 う よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 ガ ス ケ ッ ト （ 12） の 磁 石 部 （ 12ｂ ） か ら 室 内 側 に 離 間 し た 位 置 の 袋 状 部 （ 12ｃ ）
か ら は 、 室 内 側 に 延 び る 軟 質 ヒ レ （ 12ｄ ） を 一 体 に 突 出 形 成 し て お り 、 閉 扉 時 に は 、 こ の
軟 質 ヒ レ （ 12ｄ ） の 先 端 が 仕 切 カ バ ー （ 15） に お け る 前 記 二 重 の 覆 い 部 （ 16） の 中 、 室 内
側 の 覆 い 部 （ 16ａ ） の 先 端 に 当 接 し 、 軟 質 ヒ レ （ 12ｄ ） と 磁 石 部 （ 12ｂ ） 間 に 独 立 し た シ
ー ル 空 間 を 形 成 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 軟 質 ヒ レ （ 12ｄ ） に よ る 独 立 し た シ ー ル 空 間 の 存 在 に よ っ て 、 仕 切 カ バ ー の 貯 蔵 室
内 側 の 覆 い 部 （ 16ａ ） と 仕 切 板 （ 11） に 接 触 し て い る 側 の 覆 い 部 （ 16ｂ ） と は 、 空 気 の 対
流 に よ る 熱 伝 達 が 抑 え ら れ 、 効 果 的 に 熱 遮 断 す る こ と が で き る 。 な お 、 前 記 軟 質 ヒ レ （ 12
ｄ ） は 、 ガ ス ケ ッ ト （ 12） と 一 体 成 形 で な く 、 扉 内 側 部 品 と 一 体 、 あ る い は 別 個 の シ ー ル
部 品 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 冷 蔵 庫 を 運 転 し た 場 合 、 特 に 、 冷 凍 側 空 間 で あ る 製 氷 室 （ ８ ） 側 の 仕
切 板 （ 11） に つ い て は 、 室 内 温 度 が － １ ８ ℃ 以 下 の 極 低 温 に 冷 却 さ れ る た め 、 そ の 低 温 の
影 響 を 受 け 易 い も の で あ る が 、 空 隙 を 設 け た 二 重 の 覆 い 部 （ 16） の 存 在 に よ っ て 、 仕 切 板
側 の 覆 い 部 （ 16ｂ ） に は 、 低 温 に 冷 却 さ れ た 室 内 側 の 覆 い 部 （ 16ａ ） の 冷 熱 が 遮 断 さ れ て
ほ と ん ど 伝 導 さ れ る こ と が な い た め 、 覆 い 部 （ 16ｂ ） に 当 接 し て い る 仕 切 板 の 折 曲 端 縁 （
11ａ ） か ら 仕 切 板 （ 11） 前 面 へ の 低 温 伝 導 で 結 露 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ま た 逆 に 、 高 温 冷 媒 の 流 通 に よ る 仕 切 板 （ 11） の 中 央 部 か ら の 熱 も 空 隙 に 遮 断 さ れ て 室
内 側 の 覆 い 部 （ 16ａ ） に 伝 導 せ ず 、 熱 漏 洩 に よ る 室 内 冷 却 能 力 の 劣 化 を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 仕 切 カ バ ー （ 15） の 二 重 の 覆 い 部 （ 16） に お け る 空 隙 に
薄 肉 帯 状 の 軟 質 ス ポ ン ジ な ど か ら な る 断 熱 体 （ 18） を 充 填 す れ ば 、 二 つ の 覆 い 部 （ 16ａ ）
（ 16ｂ ） 間 の 熱 遮 断 を よ り 大 き く す る こ と が で き 、 隙 間 へ の 異 物 の 侵 入 も 防 ぐ こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 前 記 実 施 例 と 同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 附 し
た 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に お け る 仕 切 カ バ ー （ 25） は 、 二 重 の 覆 い 部 （ 26） の 扉 側
を 袋 状 に 閉 塞 し て 、 外 面 に 空 隙 が 露 出 し な い 形 状 と し て い る 。 し た が っ て 、 空 隙 に 連 通 す
る 開 口 （ 25ｃ ） は 、 型 成 形 上 断 熱 仕 切 壁 （ ５ ） の 前 面 に 対 応 す る 部 位 に 形 成 さ れ て お り 、
前 記 実 施 例 と 同 様 に 空 隙 内 に 帯 状 断 熱 体 （ 28） を 充 填 す る 場 合 は 、 こ の 背 面 側 の 開 口 か ら
空 隙 内 に 挿 入 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ っ て も 、 室 内 か ら 仕 切 板 （ 11） へ の 熱 伝 導 を 遮 断 す る 二 重 の 覆 い 部 （ 26）
に よ っ て 断 熱 空 隙 （ 28） を 形 成 す る こ と が で き 、 前 記 実 施 例 と 比 較 し て 仕 切 カ バ ー （ 25）
の 前 端 は 袋 状 と な っ て 空 隙 の 開 口 は 形 成 さ れ な い た め 、 開 口 か ら の 異 物 の 侵 入 を 防 ぐ と と
も に 前 方 か ら 空 隙 が 見 え ず 外 観 を 良 好 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 仕 切 板 を 野 菜 室 と 冷 凍 室 と の 間 の 仕 切 板 に つ い て 説 明 し た が 、
こ れ に 限 ら ず 、 冷 蔵 室 と 他 の 貯 蔵 室 な ど に 適 用 で き る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う に 構 成 さ れ て お り 、 隣 接 す る 貯 蔵 室 間 を 区 画 す る 従 来 か ら の 仕 切 板
部 分 の 折 曲 端 縁 に お け る 仕 切 カ バ ー に 、 空 隙 を 有 す る 二 重 の 覆 い 部 を 形 成 す る と い う 簡 単
な 構 成 に よ
っ て 、 部 品 数 を 増 や し て 冷 蔵 室 と し て の 構 成 を 複 雑 化 し た り 外 観 を 損 な う こ と な く 、 貯 蔵
室 内 か ら 外 部 の 仕 切 板 へ の 熱 伝 導 を 効 果 的 に 遮 断 し 、 熱 漏 洩 を 低 減 す る こ と が で き る も の
で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 貯 蔵 室 間 を 区 分 す る 仕 切 板 か ら の 熱 漏 洩 を 防 止 し た 冷 蔵 庫 構 成 に 利 用 す る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 冷 蔵 庫 の 概 略 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の １ 実 施 形 態 を 示 す 仕 切 板 部 分 の 構 成 を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 図 ３ と 同 一 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 仕 切 板 部 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 冷 蔵 庫 本 体 　 　 　 　 　 　 ２ 　 外 箱 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ 　 仕 切 壁
　 ６ 　 冷 蔵 室 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ 　 野 菜 室 　 　 　 　 　 　 　 ７ ａ 　 野 菜 室 扉
　 ８ 　 製 氷 室 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ ａ 　 製 氷 室 扉 　 　 　 　 　 ９ 　 冷 凍 室
　 11　 仕 切 板 　 　 　 　 　 　 　 　 11ａ 　 折 曲 端 縁 　 　 　 　 　 12　 ガ ス ケ ッ ト
　 12ａ 　 取 付 部 　 　 　 　 　 　 　 12ｂ 　 磁 石 部 　 　 　 　 　 　 12ｃ 　 袋 状 部
　 12ｄ 　 軟 質 ヒ レ 　 　 　 　 　 　 13　 高 温 冷 媒 パ イ プ 　 　 　 15、 25　 仕 切 カ バ ー
　 15ａ 　 隔 壁 　 　 　 　 　 　 　 　 16、 26　 二 重 の 覆 い 部 　 　 16ａ 　 室 内 側 の 覆 い 部
　 16ｂ 　 仕 切 板 側 の 覆 い 部 　 　 17　 断 熱 材 　 　 　 　 　 　 　 18、 28　 断 熱 体
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　 25ｃ 　 開 口

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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